
マルチメディアデイジー教科書の
普及促進の取組

ー大阪市における取組ー

大阪市教育委員会
インクルーシブ教育推進担当

平成29年10月4日
音声教材普及推進会議



１ 大阪市の特別支援教育について

本日の内容

２ マルチメディアデイジー教科書の
普及促進にかかる取組



１ 大阪市の特別支援教育について



学校園数
校園 校園数
幼稚園 54
小学校 290
中学校 130
高等学校 20
合計 494

※ 特別支援学校 平成28年４⽉に⼤阪府に移管

平成29年5月1日現在



大阪市の特別支援学級数
平成29年５月１日現在

小学校（２９０校） 中学校（１３０校）

弱視学級 12 5
難聴学級 24 4

知的障がい学級 386 159
肢体不自由学級 141 65
病弱・身体虚弱学級 126 72

自閉症・情緒障がい学級 478 167
学級総数 1,167 472
在籍総数 5,561 1,942



ちいきの地

大阪市教育委員会の学校園への支援体制

大阪市
キャリア教育
支援センター

通級指導教室 府立支援学校

学校園
（幼・小・中・高）

巡回相談
専門家チーム派遣

インクルーシブ
教育推進スタッフ

教員研修
こども相談センター

494校園

医療的ケア
看護師派遣



平成28年9月本格スタート



小中学校におけるICT環境について

• 全小中学校（420校）に
タブレット40台と
普通教室に授業用ノートPCと
プロジェクター（拡大モニター）を整備。

・ICT機器を授業の中で効果的に活用
できるように
ICT支援員と授業づくり指導員を派遣。



特別支援教育におけるICT
活用について

• 平成26・27年度、⽂部科学省より「⽀援機器
等教材を活用した指導方法充実事業」を受嘱
し、本市が設置する特別支援学校を中心に研
究を実施した。

• 平成28年度、⼩学校２校を研究校として、特
別支援学級におけるタブレット端末活用につ
いて、ICTアドバイザーを派遣し、障がいに
応じた活⽤ができるよう実践研究を⾏った。

• 特別支援教育に関わるICT活用について平成
28・29年度と教員研修を実施した。



２ マルチメディアデイジー教科書の
普及促進にかかる取組



「通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別
な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査」

（平成24年 文科省 調査結果）

学習⾯⼜は⾏動⾯で
著しい困難を示す

2.4%

「対人関係やこだ
わり等」の問題を
著しく示す 1.1%

「不注意」又は
「多動-衝動性」
の問題を著しく
示す 3.1%

学習面で著し
い困難を示す
4.5%

6.5%

読み書きが困難



困難さに対する合理的配慮
・教科書にルビを打つ
・代読する
・定規をあてる
・スリットを使う
・拡大教科書を使用する
・付せんを使う
・マルチメディアデイジー

教科書活用



年度 教科書製作数（冊） 利⽤者数（⼈）

2008年度（平成20年） 15 80
2009年度（平成21年） 66 320
2010年度（平成22年） 135 710
2011年度（平成23年） 128 1130
2012年度（平成24年） 130 952
2013年度（平成25年） 198 1386
2014年度（平成26年） 229 2465
2015年度（平成27年） 220 3408
2016年度（平成28年） 220 4769

マルチメディアデイジー教科書
申請者推移(全国）

日本障害者リハビリテーション協会調べ



他都市の例



大阪市教育委員会が一括申請

大阪市教育
委員会

小中学校 日本障害者
リハビリテーション協会

小中学校
授業用PC

デイジー教科書
サーバー

許可

申請

・提供者の把握
・研修の提供

ダウンロード

接続

一括
申請

許可

63校 329名 児童生徒に対して申請 （平成29年8月末日現在）



マルチメディアデイジー教科書申請の流れ

・通常学級、特別支援学級に読みに困難さがある児童生徒。（障がい者にかかる手帳の有無は要件ではない
・授業用パソコンに 再生ソフトをインストールすることができる。（タブレット端末はできない）

大阪市教育委員会

申 請 許 可 ソフトの

インストール
デイジー教科書
データの

ダウンロード

その他

小学校

中学校

・申請書をインク
ルーシブ教育推進
担当に送付。

（利用者イニシャル、
学年）

・管理者権限を使
用し、

再生ソフト（デイ
ジーポッド３）をイン
ストール

・IDとパスワードを
活用し、

必要な教科・単元
の教科書をダウン
ロード

コールセン
ター（学校
ICT]事業者）

教員への管理者権
限付与

インクルー
シブ教育推
進担当

申請受理 ・申請書を確認後、
IDとパスワードを小
中学校に付与。
・説明書を添付

・研修会
実施

・年度末
評価

リハ協

ホームペー
ジ

・「デイジーポッド３」

・「デイジーポッドジュニ
ア３」

教科書提供
サーバー（リ
ハ協）

利用条件



申請は校務支援システム（SKIP)
から

SKIP書庫⇒学校ICT活用事業⇒02様式集



申請書を記入



参考例にならって



申請書を送付する

本申請書は、管理職により、SKIPポータル
⇒トップページ⇒(連絡)⇒メールを利用して

(apply-ict@beenet.city.osaka.jp)に送付し
てください。Beeネットポータルの文書連絡
では送付できません。

メールの件名は、「マルチメディアデイジー教科書
使用 申請書」としてください。

mailto:apply-ict@beenet.city.osaka.jp


申請者に通知が届きます

①管理者権限が付与される。
（２週間以内に処理をする。）

②デイジーポッドのインストール
手順書が送付される。



インストール手順書の作成



インストール方法（ビデオ）

インストール手順書に
基づいたビデオを作成し
ました。



活 用 事 例

パソコン画面 デイジーポッドジュニアの画面



特別支援学級で



教室と自宅を結んだ遠隔授業で



教員研修

平成28年度

① ７月７日
読み書きに障がいのある児童とデイジー教科書の
活用

②1月13日
「デイジー教科書・図書を活用してみよう」
－⼊⼿⽅法と実践事例－



教員研修
平成29年度

① ５月10日
マルチメディアデイジー教科書の活用について
その目的と導入方法

②11月15日
マルチメディアデイジー教科書の活用について
その実際と実践報告



デイジー教科書提供による成果
小学校
・自信を持って、音読ができるようになった。

・一文字ずつ 読むことが減った。
・単語のかたまりがわかるようになった。

中学校
・自ら教科書を開く意欲が出てきた。

・教科書の内容の理解がすすんだ。



・活用した児童生徒の効果検証
☑アセスメントの活用

小学生の読み書きスクリーニング検査（STARAW)

MIM →読み能力

URAWSS→読み書きスピード

・活用方法にかかる実践事例収集

課 題

・年度更新の方法→学校が活用しやすい方法


